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前文（Preamble）

世界ドーピング防止規程「治療目的使用に係る除外措置 (TUE) に関する国際基準」は、世界ドーピング防止・
プログラムの一環として策定しなければならない第2段階の国際基準である。

「TUEに関する国際基準」の策定にあたって、国際競技連盟、国際オリンピック委員会及び国内ドーピング防
止機関の各種手続・規則並びにドーピング・コントロール国際基準 (ISDC) 改訂版の関連部分の検討が行われた。
WADAの専門家グループが、提示された意見を広範に協議、熟考したうえで、検討協議し本件文書を作成した。

「TUEに関する国際基準」の公式本文は、WADAにより管理され、英語版と仏語版により発行される。英語
版と仏語版の間に不一致がある場合は、英語版を優先させる。

この「TUEに関する国際基準（version3.0）」は、2009年 1月 1日より有効である。
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第1部 － 概説、規程の関連条項及び定義
(Part One: Introduction, Code Provisions And Definitions) 

1.0　概説及び適用範囲 (Introduction and Scope)

「TUEに関する国際基準」の目的は、治療目的使用に係る除外措置を付与する手続を全ての競技・国
にわたって調和させることにある。

WADA規程は、競技者本人及び競技者を治療した医師に対して、治療目的使用に係る除外措置 (TUE)
の申請を認めている。即ち、禁止物質・禁止方法の表に盛り込まれた物質又は方法のうち本来であれば
禁止されているものについて、治療目的による使用が認められている。

「TUEに関する国際基準」に盛り込まれているのは、TUEを付与する基準、情報の守秘、治療目的使
用に係る除外措置委員会の構成、及びTUEの申請手続である。

本件基準の適用対象となるのは、WADA規程により定義された競技者であってWADA規程の拘束を
受ける者全員である。即ち、障害のある競技者を含め、全ての競技者に対して適用される。

世界ドーピング防止プログラムには、国際的・国内的ドーピング防止プログラムを最大限調整し、か
つ最もよい実施方法のモデルを実現する上で必要な要素が全て盛り込まれている。その主な構成要素は、
WADA規程（第1段階）、国際基準（第2段階）及び「最もよい方法のモデル」（第3段階）である。

WADA規程の概説部分において、国際基準の目的及び履行の在り方が下記のように要約されている。

「ドーピング防止プログラム内の様々な技術上、及び運用上の国際基準は、署名当事者及び各国政
府との協議の上で策定され、WADA によって承認される。国際基準の目的は、ドーピング防止プ
ログラムにおける特定の技術上の分野及び運用上の分野に責任を有する各ドーピング防止機関間
の調和を図ることである。WADA規程の遵守のためには、国際基準に従うことが必須である。国
際基準は、署名当事者及び各国政府との適切な協議を経た上で、WADA 常任理事会により適宜改
定される。WADA規程に別段の定めがない限り、国際基準及びその改定は、当該国際基準又は改
定において指定された日付において発効するものとする。」

国際基準を遵守している場合（他に代わる基準、慣行、実施要領を遵守していない場合でも）、当該国
際基準に盛り込まれた実施要領を適切に履行しているものと見なされる。

WADA規程において示される定義は、イタリック体で表記されている。それ以外の「TUEに関する
国際基準」に特有の定義には、下線が付されている。
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2.0　規程の関連条項 (Code Provision)

WADA規程の下記条項は、「TUEに関する国際基準」に直接的に対応している。

WADA規程第4.4項　治療目的使用

WADA は、TUE付与手続に関する国際基準を採択している。

各国際競技連盟は、国際水準の競技者又は国際競技大会に出場する競技者について、競技者が禁止
物質又は禁止方法の使用を要する旨の診断書を有する場合には、その者が TUEを申請できる手続
が整備されるようにしなければならない。国際競技連盟の検査対象者登録リストに含まれる競技者
は、国際競技連盟の規則に従ってのみ、TUEを付与されることができる。
各国際競技連盟は、当該国際競技連盟からの TUE取得が要求される国際競技大会のリストを公表
しなければならない。各国内ドーピング防止機関は、自己の傘下の競技者のうち国際競技連盟の検
査対象者登録リストに含まれない全競技者について、競技者が禁止物質又は禁止方法の使用を要す
る診断書を有する場合には、その者が TUEを申請できる手続が整備されるようにしなければなら
ない。当該申請は、TUEに関する国際基準に基づいて評価される。国際競技連盟及び国内ドーピ
ング防止機関は、国内ドーピング防止機関の検査対象者登録リストに含まれていない国内水準の競
技者に対して付与した場合を除き、TUEを付与した場合には、速やかにその旨をADAMS を経由
してWADA に報告しなければならない。

国際水準の競技者、又は国内ドーピング防止機関の検査対象者登録リストに含まれた国内水準の競
技者に対してTUEが付与された場合には、WADA は、随時、職権により当該付与を審査すること
ができる。さらに、TUEの申請が却下された競技者から請求があった場合には、WADA は当該却
下についても審査することができる。上記の TUEの付与又は却下が TUEに関する国際基準に合
致しないと判断した場合には、WADA は当該決定を覆すことができる。

これに対し、国際競技連盟が、本項の要求に従い、競技者が TUEを申請する手続きを整備しない
場合には、国際水準の競技者はWADA に対し、TUEの申請が却下された場合と同様に、審査を求
めることができる。

禁止物質又はその代謝物若しくはマーカーが存在すること（第 2.1 項）、禁止物質若しくは禁止方
法を使用すること又はその使用を企てること（第 2.2 項）、禁止物質又は禁止方法を保有すること
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（第2.6 項）、又は、禁止物質若しくは禁止方法を投与し、又はこれらを企てること（第2.8 項）は、
TUEに関する国際基準に基づき定められたTUEに関する条項に合致する限りにおいて、ドーピン
グ防止規則違反とはみなされない。

WADA規程第13. ４項　TUEを付与する又は不承認とする決定に対する不服申立て

TUE の付与又は不認証がWADA の決定により覆された場合には、競技者又は自己の決定を覆さ
れたドーピング防止機関は、CAS のみに対して不服申立てをすることができる。TUEの不承認が
WADA 以外のドーピング防止機関により決定され、WADA によっても当該不承認が覆されなかっ
た場合には、国際水準の競技者は、CAS に不服申立てをすることができ、国際水準の競技者では
ない競技者は、第 13.2.2 項に定める国内水準の審査機関に不服申立てをすることができる。国内
水準の審査機関が TUEを承認しない決定を覆した場合には、WADA は、当該決定についてCAS
に不服申立てをすることができる。

ドーピング防止機関が適切に提出されたTUE申請について合理的な期間内に対応しなかった場合、
当該ドーピング防止機関の不対応という事実は、本項に規定された不服申立てをする権利との関係
ではTUE申請に対する拒絶とみなされる。

WADA規程第14.5 項 ドーピング・コントロール情報に関する情報交換センター 

WADA は、国際水準の競技者、及び国内ドーピング防止機関の検査対象者登録リストに含まれた国
内水準の競技者について、ドーピング検査のデータ及び結果に関する中枢の情報交換センターとし
ての役割を果たすものとする。
複数のドーピング防止機関により、検査配分計画の調整を促進すると共に、不要な検査重複を回避
するために、各ドーピング防止機関は、当該競技者に関する競技会検査及び競技会外の検査の内容
を、検査実施後、できるだけ早期にWADA 情報交換センターに対して報告する。WADA は、競技者、
競技者が所属する国内競技連盟、国内オリンピック委員会又は国内パラリンピック委員会、国内ド
ーピング防止機関、国際競技連盟及び国際オリンピック委員会、又は国際パラリンピック委員会が
当該情報を入手できるようにする。

ドーピング・コントロール検査データの情報交換センターとして機能することを可能にするため、
WADA は、新たなデータプライバシーの原則を反映したデータベース管理ツールであるADAMS
を開発した。とりわけ、WADA は、WADA 及びADAMS を使用する他の機関に適用されるデータ
機密性に関する規則及び規範と整合するようにADAMS を開発してきた。

競技者、競技者支援要員又はその他のドーピング防止活動に関与する人に関係する個人情報は、カ
ナダのプライバシーに関する当局の監督を受け、機密情報として、プライバシー保護に関する国際

治療目的使用に係る除外措置に関する国際基準
2009年 1月

7



基準に従って、WADA により保持される。また、WADA は、常に競技者のプライバシーが十分に
尊重され、かつ、国又は地域の情報プライバシーに関する当局との協議に対応可能な状態を確実に
した上で、少なくとも年1回、提供を受けた情報をまとめた統計に関する報告書を公表しなければ
ならない。

WADA規程第15.4 項　相互承認

15.4.1　WADA規程に整合しかつ署名当事者の権限内でなされる検査、TUE、及び聴聞会の結果、
又は当該署名当事者によるその他の最終的な決定は、第 13条が規定する不服申し立ての権利を条
件として、他の署名当事者全てにより承認され、尊重される。

[第 15.4.1 項の解説：これまで、TUEに関しては、本項の解釈に若干の混乱があった。国際競技
連盟の規則、又は国際競技連盟との合意において別段の定めがない限り、国内ドーピング防止機関は、
国際水準の競技者に対しTUEを付与する「権限」を有しない。]

15.4.2　署名当事者は、WADA規程を受諾していないその他の機関が行った前項に掲げられる決
定等についても、当該機関の規則がWADA規程に適合している場合には、これを承認するものと
する。

[ 第 15.4.2 の解説：WADA規程を受諾していない機関による決定に、WADA規程に準拠してい
る点とそうでない点がある場合には、署名当事者は当該決定について、WADA規程の原則に調和
するような形で適用するよう試みなければならない。
例えば、WADA規程と整合する手続きにおいて、非署名当事者が、禁止物質がその体内に存在す
るという理由で、競技者がドーピング防止規則に違反した旨認定したが、適用される資格停止期間
はWADA規程において規定された期間よりも短いという場合には、全署名当事者は、ドーピング
防止規則違反の事実認定を承認するものとし、かつ、競技者が所属する国内ドーピング防止機関は、
WADA規程に定められたより長い期間の資格停止期間が課せられるべきか否かを決定するために、
第8条に整合する聴聞会を実施するものとする。]

3.0　用語及び定義 (Terms and definitions)

3.1 WADA規程の用語

「ドーピング防止管理運営システム」（ADAMS）とは、情報保護に関する法とあいまって、関係者及び
WADA のドーピング防止活動を支援するように設計された、データを入力し、保存し、共有し、報告す
るためのウェブ上のデータベースによる管理手段をいう。

「違反が疑われる分析報告」（Adverse Analytical Finding）とは、分析機関又は分析機関に関する
国際基準及びこれに関連する技術上の文書に整合するWADA 認定の機関からの報告のうち、禁止物質又
はその代謝物もしくはマーカーの存在（内因性物質の量的増大を含む）が検体において確認されたもの、
又は禁止方法の使用の証拠が検体において確認されたものをいう。
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「ドーピング防止機関」(Anti-Doping Organization) とは、ドーピング・コントロールの過程に関す
る規則を採択し、ドーピング・コントロールの過程の開始、実施、又は執行に責任を負う署名当事者をいう。
具体例としては、国際オリンピック委員会 (IOC)、国際パラリンピック委員会 (IPC)、その他の主要競技
大会機関であって自己の競技大会において検査を実施する団体、WADA、国際競技連盟 (IF)、国内ドー
ピング防止機関 (NADO) 等が挙げられる。

「競技者」(Athlete) とは、国際的な ( 定義については各国際競技連盟が定める。) 又は国内的な ( 定義に
ついては各国内ドーピング防止機関が定めるものとし、その検査対象者登録リストに記載された人を含
むが、これに限られない。) 水準のスポーツに参加する全ての人及びWADA規程を受諾している署名当
事者若しくはその他のスポーツ機関の管轄に服するその他の競技参加者をいう。検査及びTUE等を含む
WADA規程の全ての条項は、国際的な水準及び国内的な水準の競技参加者に適用される。国内ドーピン
グ防止機関は、現在又は将来において国内的な水準の競技参加者とはならないレクリエーション・レベ
ル又はマスターズ・レベルの競技参加者のために、検査を行い、また、ドーピング防止規則を適用する
ことを選択することができる。しかしながら、国内ドーピング防止機関は、WADA規程の必ずしも全て
の条項を当該人に対し適用することを要求されている訳ではない。WADA規程と抵触しない限りにおい
て、国際的な水準又は国内的な水準ではない競技参加者のドーピング・コントロールのために国内規則
を定めることができる。ゆえに、国は、レクリエーション・レベルの競技参加者に対して検査を実施す
ることを選択することはできるが、TUE又は居場所情報を要求することはできない。同様に、マスターズ・
レベルの競技参加者のみを対象とする競技大会を開催する主要競技大会機関も、競技参加者に対して検
査を実施することを選択することができるが、事前のTUE申請や居場所情報を要求することはできない。
第2.8 項（投与又は投与を企てること）及びドーピング防止情報並びに教育との関係では、WADA規程
を受諾している署名当事者、政府その他のスポーツ団体の傘下においてスポーツに参加する人は、競技
者に該当する。

[「競技者」の解説：本定義は、国際的な水準及び国内的な水準の競技者（国際的な水準又は国内的な水
準のスポーツの厳密な定義は、国際競技連盟又は国内ドーピング防止機関のドーピング防止規則が各々
定める。）全てに対してWADA規程のドーピング防止規則が適用される旨を明らかにするものである。
国内水準の場合、WADA規程に基づいて導入されたドーピング防止規則は、最低限、あらゆるスポーツ
における国内代表チームの全構成員とあらゆる国内選手権大会の参加資格を有する全ての者に対して適
用される。しかしながら、上記は、当該競技者全員を国内ドーピング防止機関の検査対象者登録リスト
に含めなければならないということを意味するものではない。また、上記の定義は、国内ドーピング防
止機関が、適切であると判断した場合に、国内的な水準の競技者のみならず、より低い水準の競技会に
おける競技参加者に対しても自己ドーピング防止プログラムの適応範囲を拡大することをも認めている。
競技水準の如何に関係なく、競技参加者がドーピング防止関連の情報及び教育を受けられるようにしな
ければならない。]

「WADA規程」(Code) とは、世界ドーピング防止規程をいう。

「競技会」（Competition）とは、個人の競争、対戦競技、団体競技又は単独の競技をいう。具体例とし
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ては、バスケットボールの試合又はオリンピックの100メートル走の決勝戦が挙げられる。段階的に記
録を重ねる競争及びその他の競技のうち日々又はその他の中間的な間隔で賞が授与されるものについて
は、摘用のある国際競技連盟の規則において競技会と競技大会との区別が定められる。

「ドーピングコントロール」（Doping Contol）とは、居場所情報の提供、検体の採取及び取扱い、分析
機関における分析、TUE、分析結果の管理並びに聴聞会を含む、検査配分計画の立案から、不服申し立
て最終的な解決までの全ての段階及び過程をいう。

「競技大会」(Event) とは、単一の決定機関の下で実施される一連の個別競技会のことをいう。( 例、オ
リンピック大会、FINA世界選手権大会、汎アメリカ大会 )。

「競技大会の期間」（Event Period）とは、競技大会の決定機関により定められた、競技大会の開始と
終了の間の時間をいう。

「競技会（時）」(In-Competition) とは、国際競技連盟又はその他の関係するドーピング防止機関の規
則に別段の定めがない限り、競技者が参加する予定の競技会の12時間前に開始され、当該競技会及び競
技会に関係する検体採取過程の終了までの期間をいう。

「国際競技大会」（International Event）とは、国際オリンピック委員会、国際パラリンピック委員会、
国際競技連盟、主要競技大会機関又はその他の国際的スポーツ団体が決定機関であり、当該競技大会に
関して公式技術役職員を指名している競技大会をいう。

「国際水準の競技者」(International-Level Athlete) とは、国際競技連盟の検査対象者登録リストに
掲げられるものとして、一又は二以上の国際競技連盟により指定された競技者をいう。

「国際基準」(International Standard) とは、WADA規程を支援する目的でWADA によって採択さ
れた基準をいう。国際基準 ( 他に採りうる基準、慣行又は手続とは対立するものとして ) を遵守している
というためには、国際基準に盛り込まれた手続きを適切に実施していると判断されることが必要である。
国際基準は、国際基準に基づき公表された技術上の文書を含む。
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「国内ドーピング防止機関」(National Anti-Doping Organization) とは、各国内において、ドーピ
ング防止規則の採択及び実施、検体採取、検査結果の管理並びに聴聞会の監督に関して第一位の権限を
有し、責任を負うものとして国の指定を受けた団体をいう。上記には、複数の国により当該複数の国の
ために地域ドーピング防止機関として指定を受けた団体も含まれる。関連当局によって当該指定が行わ
れなかった場合には、その当該国の国内オリンピック委員会又はその指定を受けた者が国内ドーピング
防止機関となる。

「国内競技大会」（National Event）とは、国際水準の競技者又は国内水準の競技者が参加する競技大
会のうち国際競技大会に該当しないものをいう。

「競技会外」(Out-of-Competition)とは、競技会時におけるドーピング・コントロール以外のドーピング・
コントロールをいう。

「禁止表」(Prohibited List) とは、禁止物質及び禁止方法を特定した表をいう。

「禁止方法」(Prohibited Method) とは、禁止表に掲げられる方法をいう。

「禁止物質」(Prohibited Substance) とは、禁止表に掲げられる物質をいう。

「検査対象者登録リスト」(Registered Testing Pool) とは、国際競技連盟又は国内ドーピング防止
機関の検査配分計画の一環として、競技会検査及び競技会外の検査の双方を受けなければならない、最
高位の競技者について各国際競技連盟及び国内ドーピング防止機関が別々に定めたリストをいう。
国際競技連盟は、自己の検査対象者登録リストに挙げられた競技者について、氏名又は明確に定義され
た固有の基準により特定したリストを公表しなければならない。

「署名当事者」(Signatories) とは、WADA規程に署名し、WADA規程を遵守することに同意した団体
をいい、国際オリンピック委員会、国際競技連盟、国際パラリンピック委員会、国内オリンピック委員会、
国内パラリンピック委員会、主要競技大会機関、国内ドーピング防止機関及びWADA を含む。

「検査」(Testing) とは、ドーピング・コントロールの過程のうち、検査配分計画の立案、検体の採取、
検体の取扱い並びに分析機関への検体の輸送を含む部分をいう。

「使用」（Use）とは、禁止物質を利用し、塗布し、服用し、注入し若しくは摂取すること又は禁止方法
によりこれらを行うことをいい、その手段を問わない。

「WADA」とは、世界ドーピング防止機構をいう。
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3.2 「治療目的使用に係る除外措置（TUE）に関する国際基準」の用語

「遡及的TUE」（Retroactive TUE）とは、分析機関により違反が疑われる分析報告（AAF）がなさ
れた後に、医療記録に基づいて治療目的使用に係る除外措置委員会が承認したTUEをいう。

「治療 (Therapeutic)」とは、薬物又は医学的方法により病状に対し、処置を行うこと若しくはその処
置に関係すること、又は療法を提供若しくは援助することをいう。

「TUE」とは、スポーツにおいて、禁止物質（または禁止方法）を使用する前に、治療目的使用に係る除
外措置委員会が医療記録をもとに承認した治療目的に係る除外措置をいう。

「TUEC」とは、治療目的使用に係る除外措置委員会をいう。同委員会は、関連のドーピング防止機関が
設ける小委員会である。

「WADA TUEC」とは、WADA 治療目的使用に係る除外措置委員会をいう。同委員会は、WADA が設
ける小委員会である。 
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第2部 － 治療目的使用に係る除外措置（TUE）の付与に関する基準
(Part Two: Standards for Granting Therapeutic Use Exemption) 

4.0　治療目的使用に係る除外措置（TUE）の付与に関する基準

TUEは、禁止表に盛り込まれた禁止物質又は禁止方法の使用が競技者に付与されることである。TUE
の申請については、治療目的使用に係る除外措置委員会（TUEC）による審査を受けることになる。
TUECは、ドーピング防止機関が任命する。適用措置が付与されるのは、下記の基準が厳格に満たされ
ている場合のみに限られる。

［解説 － 本件基準の適用対象となるのは、WADA規程により定義された競技者であって、WADA規程
の拘束を受ける者全員である。即ち、障害のある競技者を含め、全ての競技者に対して適用される。こ
の基準の適用は、個人の事情に応じて左右される。例えば、障害のある競技者にとって適切な適用措置は、
他の競技者の場合には適用されないケースがある。］

4.1　競技者は承認が必要な日（競技大会など）の21日前までにTUEの申請を行うこと

4.2　急性又は慢性の病状を治療する過程において禁止物質又は禁止方法を用いなかった場合に、当該競
技者が深刻な障害を受けること。

4.3　当該禁止物質又は禁止方法を治療目的で使用することにより、競技能力の強化（ただし、正当な病
状治療を経て健康状態に回復することから予想されるものは除く）が生じないこと。禁止物質又は
禁止方法を使用して「正常下限」レベルの内因性ホルモンを増加させることは、妥当な治療措置で
あるとは見なされない。

4.4　当該禁止物質又は禁止方法を使用する以外に、適正な治療法が存在しないこと。

4.5　当該禁止物質又は禁止方法を使用の必要性は、禁止リスト記載物質の治療目的以外で全面的あるい
は一部使用したことの継続となっていないこと。

4.6　下記の状態が発生した場合に、措置を付与した機関によってTUEが取り消されること。

a. 当該適用措置を付与したドーピング防止機関が課した要件又は条件を競技者が速やかに遵守
しない場合

b. TUEの有効期限が満了した場合

治療目的使用に係る除外措置に関する国際基準
2009年 1月

13



c. ドーピング防止機関によってTUEが撤回される旨、競技者に対して通知が行われた場合

［解説 － TUEにはそれぞれ有効期限があり、その有効期限はTUECによって決定される。場合によっ
ては、TUEが満了又は撤回されても、TUEの対象となる禁止物質が競技者の体内に依然として存在して
いるケースがある。このような場合、当該ドーピング防止機関は、違反が疑われる分析報告（AAF）の
最初の検討作業において、分析結果が TUEの満了又は撤回と一致するか否かを判断しなければならな
い。］

4.7　TUEの申請が遡及的な承認であると見なされないこと。ただし、下記いずれかの条件が満たされ
ている場合は、この限りではない。

a. 救急治療又は急性病状の治療が必要である場合

b. 不測の事態につき、ドーピング・コントロールに先立って申請を請求する時間的余裕がなか
った場合、又は、TUECがドーピング・コントロールに先立って申請内容を検討する時間的
余裕がなかった場合

c. 第 7.13 項に述べられた条件が適応される場合

［解説 － 救急疾患又は急性の病状であって TUEの申請に先立って禁止物質又は禁止方法の使用を必要と
するケースは、稀である。同様に、競技の開催が差し迫っていることを理由として TUEの申請を短期間
で審査しなければならないという状況も稀である。ただし、TUEを付与するドーピング防止機関は、部
内の手続を整備して上記の状況に対応できるようにしなければならない。］

5.0　情報の守秘

5.1　申請を行う者は、TUECの構成員、必要に応じて他の外部の医療関係者若しくは科学分野有識者、
又は TUEの運用、審査若しくは上訴に関与する所要の職員全員に対して当該申請に関する全情報
を伝達することについて、承諾書を提出しなければならない。

外部の独立専門家の支援が必要になる場合、その当該競技者を特定しない形で、申請内容の詳細情
報が全て提供されるものとする。又、申請を行う者は、TUECの決定内容がWADA規程の定めに
基づいて他のドーピング防止機関に伝達されることについて、書面で同意を与えなければならない。

5.2　TUECの構成員及びドーピング防止機関の事務局は、厳格な守秘義務をもってその活動を行うこ
ととする。TUECの全構成員及び関連職員については、その全員が機密保持契約に署名を付すもの
とする。これらの者は、特に下記の情報について守秘義務を負うものとする。
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a. 競技者本人及び競技者の治療に関与する医師から提供された医学的な情報及びデータ

b. 当該手続きに関与する医師の氏名など、申請に関する詳細事項

競技者本人に代わって医療記録を取得できるというTUEC又はWADA  TUECの権利を競技者本人が
無効にしたいと考えている場合、当該競技者は、自分の担当医に対してその旨を書面で通知しなければ
ならない。この判断の結果、当該競技者は、TUEを受けられず、既存のTUEも更新できなくなる。

6.0　治療目的使用に係る除外措置委員会（TUEC）

TUECの構成及び活動は、下記の指針に基づくものとする。

6.1　TUECには、競技者の治療及び処置に経験を有し、かつ臨床医学、スポーツ医学及び運動医学の
正しい知識を有する医師を少なくとも3名含めなければならない。一定水準の判断の独立性を確保
するため、TUECの構成員の多くは、ドーピング防止機関において、いかなる利益相反 (conflict 
of interest) や政策的責任(any political responsibility)を持ってはならない。TUECの構成員は、
その全員が利益相反同意書に署名を付すものとする。障害のある競技者が関係する事案においては、
TUECの構成員のうち少なくとも 1名は、障害のある競技者の治療及び処置に経験を有する者で
なければならない。

6.2　TUECは、適切と判断した場合、TUEの申請に関する諸事情を審査する際に医学的意見又は科学
的意見を求めることができる。

6.3　WADA  TUECは、第 6.1 項に定める基準に基づいて構成されるものとする。WADA  TUECの
設置目的は、ドーピング防止機関によって付与された TUEの決定をその職権により審査すること
にある。WADA規程第 4.4 項の定めに従い、ドーピング防止機関によって TUEが却下された競
技者から求めがある場合、WADA  TUECは、当該決定を審査して、その決定を覆すことができる。

7.0 治療目的使用に係る除外措置 (TUE) の申請手続

7.1　TUEの検討が行われるのは、不備のない申請書を受理した後に限られるものとし、当該申請書に
は関連書類 ( 付録２「TUEの申請書」を参照 ) が全て含まれていなければならない。申請手続の取
扱は、医学的守秘義務の原理原則に厳格に基づいて行わなければならない。
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7.2　付録2に示された TUEの申請書については、情報の追加的提供を盛り込む形でドーピング防止機
関が修正できるが、セクション又は項目は削除しないものとする。

7.3　TUEの申請書は、ドーピング防止機関によって他言語に翻訳できるが、申請書の英語表記又はフ
ランス語表記は残さなければならない。

7.4　競技者は、複数のドーピング防止機関に対してTUEの申請を行ってはならない。申請を行う場合
には、競技者の競技に加えて、必要に応じて種目及びポジションを明記しなければならない。

7.5　申請を行う場合には、現在・過去における禁止物質・禁止方法の使用許可申請、当該申請の提出先
となった機関及び当該機関の決定内容を記載しなければならない。

7.6　申請を行う場合には、関連の病歴を包括的に盛り込むとともに、申請に関係する診察所見、検査
結果及び画像所見を全て含めなければならない。診断や治療に関する議論や有効期間については、
WADA の「Medical information to Support the Decisions of TUECs」に準拠すること。喘
息に関しては付録1に記された要件を満たさなければならない。

7.7　上記以外に関連した調査、診察・検査、画像検査について、ドーピング防止機関の TUECから求
めがあった場合、申請者本人又は申請者が所属する国内スポーツ団体の費用負担で上記の調査等を
実施する。

7.8　申請を行う場合には、相応の資格を有する医師が記載した証明書を含めなければならず、この証明
書では、競技者の治療における当該禁止物質又は禁止方法の必要性を証明するとともに、使用の認
められている代替薬剤を治療に用いることができない理由、又は用いることができなかった理由を
記載しなければならない。

7.9　当該禁止物質又は禁止方法の投与量、投与頻度、投与経路又は投与期間は、具体的に明記しなけれ
ばならない。また、変更があった場合は、新しく申請書を提出しなければならない。

7.10　通常、TUECの決定は、全ての関連資料を受領後30日以内に終了し、当該ドーピング防止機関
から競技者本人に対して書面で伝達されるものとする。TUEの申請からその競技者の参加する競
技会が始まるまで十分に時間がある場合は、TUECはできる限りその申請を競技会開催までに完了
させること。ドーピング防止機関の検査対象者登録リストに記載された競技者に対して TUEが付
与された場合、TUEの有効期間及び関連条件に関する情報が競技者及びWADA に対して速やかに
伝達されるものとする。

7.11　a.  WADA規程第 4.4 項の定めに従い競技者から審査請求を受けたとき、WADA  TUECは、ド
ーピング防止機関が却下した TUEに関する決定をWADA規程第 4.4 項に従って覆すことが
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できる。この際、当該競技者は、ドーピング防止機関に対して当初提出したのと同じ形式で、
WADA  TUECに対して TUEに関する全情報を申請手数料も添えて提出する。審査手続が終
了するまで、当初の決定が引き続き効力を有する。この手続は、WADA が上記の情報を受け
てから30日を超えないものとする。

b. WADA は、職権により審査を随時行うことができる。

7.12　 TUEの付与に関する決定がＷＡＤＡの審査で覆された場合、当該破棄は遡及的には適用されな
いものとし、TUEが付与されていた期間における当該競技者の結果は失効しないものとする。又、
破棄の効力は、競技者に対する決定の通知から14日以内に発生するものとする。

7.13　吸入ベータ2作用薬の使用について

－ 吸入ホルモテロール、サルブタモール、サルメテロール、テルブタリンの使用は、現在の臨床
診療を反映する。
　 これらの物質の使用がなされてから速やかに、合理的に実行可能な場合にはWADA規程に沿っ
てADAMS にて申告し、検査時には公式記録書にも申告すること。これらを怠った場合は、特
に遡及的TUE申請がなされた場合に、結果管理手続きにおいて、これらの状況が考慮される。

－ 上記の物質を吸入で使用する競技者は、正当な使用を証明し、かつ付録１に記されている最低
要件を満たす医療記録を有していなければならない。

競技者の区分によって医療記録は以下のように評価される。

－ 国際競技連盟の検査対象者登録リスト対象競技者は、禁止物質（または方法）の使用前にTUE
の承認を受けること。

－ 国際競技連盟の検査対象者登録リストに含まれていないが、国際競技大会に参加する競技者は、
国際競技連盟または大会組織委員会の規則に従い、TUEまたは遡及的 TUE（違反が疑われる
分析報告の場合）の承認を受けること。

－ 国際競技連盟の検査対象者登録リストに含まれていない国内水準の競技者は、国内の検査対象
者登録リストに含まれているか否かにかかわらず、国内ドーピング防止機関の規則に従い TUE
または遡及的TUE（違反が疑われる分析報告の場合）の承認を受けること。

－ 付録１の必要条件が満たされていない遡及的TUEは認められない。すなわち、かかる状況にお
いて分析機関によって報告された違反が疑われる分析報告（AAF）はドーピング防止規則違反
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と判断される。

－競技者は希望すれば随時TUEを申請することができる

－ 過去に、TUEまたは遡及的 TUEを申請した競技者で、当該申請が否認された競技者は、TUE
の承認前にその申請物質を使用することはできない（遡及的TUEは許可されない）。

8.0 使用についての申告

8.1　禁止表に含まれる物質の中には、競技者が頻繁に遭遇する病状の処置に使用されるものがあること
が知られている。以下の物質は、投与経路によっては禁止されていないが、監視目的で簡易な使用
の申告を必要とする。これらの取扱は、厳密に以下の物質に限定される：

糖質コルチコイドの非全身的使用、すなわち、関節内、関節周囲、腱周囲、硬膜外、皮内注射およ
び吸入使用。

8.2　上記の物質においては、使用と同時に合理的に実行可能な場合にはWADA規程に沿ってADAMS
にて申告する。この申告には診断名、使用物質名、使用量、医師の氏名と連絡先を記載すること。

これに加えて、競技者は、公式記録書に当該物質の使用を申告しなければならない。

9.0 情報交換センター

9.1　ドーピング防止機関は、第 7項に基づき、国内ドーピング防止機関または国際競技連盟の検査対
象者登録リスト対象競技者に対して付与した TUE及び全ての参考資料をWADA に対して提供す
る義務を負う。

9.2　使用についての申告は、WADA（ADAMS）が閲覧可能な状態とする。

9.3　情報交換センターは、医学的情報を全て厳秘扱いにする旨を保証する。

10.0　移行措置

2008 年 12 月 31 日以前に受信された略式治療目的使用に係る除外措置（ATUEs）は、2005 年の
TUE国際基準の規定に従うものとする。

これらのATUEは 2009年 1月 1日以降で、以下の日付の内、最も早いものまで有効とみなす
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 i）  2005 年 TUE国際基準の 8.6 項に従って所管の TUECが再検討した結果、ATUEが無効と
された日

 ii） ATUEに記載された有効期限

 iii） 2009年 12月 31日
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付録１

喘息とその亜型のTUE申請に使用する医療記録に最低限必要な事項

記録は最新最善の医療を反映しなければならず、以下の事項を含む：

1） 全ての病歴

2） とくに呼吸器系に焦点をあてた診察の包括的所見

3） 1 秒量（FEV1）の測定を含む呼吸機能検査の結果

4）  気道閉塞のある場合は、気管支収縮の可逆性を立証するために、短時間作用性ベータ 2作用薬の
吸入後に呼吸機能検査を再度行う。

5）  可逆的な気道閉塞が認められない場合は、気道過敏性を証明するために気管支誘発試験が必要で
ある。

6） 担当医師の正確な氏名、専門分野、住所（電話番号、電子メール、ファックスを含む）
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